
平成２８年度 学校評価に対する最終報告書
石川県立七尾城北高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

１ 授業改善を進 ① ＩＣＴ機器の効 授業改善に取り組み、授業の内 後期アンケートでは「授業の目標や学習内容を理解で

め、個々の生 果的な活用等に 容が理解できる生徒の割合が きていると思う」生徒が８９％ で、前期より、６ポイ

徒に応じた指 より、わかりや Ａ ９０％以上である ント増加した。前期は各教科でＩＣＴ機器を活用した研

導による基礎 すい授業を実施 Ｂ ８０％以上である Ｂ 究授業、後期は互見授業を実施し、授業改善に努めたこ

・基本の定着 する。 Ｃ ７０％以上である とが良かったと思われ、「わかりやすい授業を心がけて

を図る。 Ｄ ７０％未満である いると感じる」９６％と連動している。来年度は、さら

にＩＣＴ機器を効果的に活用して、わかりやすい授業を

目指したい。

② 生徒が学習に集 授業に積極的に取り組んでいる 後期アンケートでは「授業に意欲的に参加している」

中し、主体的に と思う生徒の割合が、 生徒が８７％で、前期より、１２ポイント増加している。

取り組むように Ａ ９０％以上である 「考える時間や発言の機会などがある」９２％と連動し

するため、発言 Ｂ ８０％以上である Ｂ てきている。前期アンケートで見られた“やらされてい

や活動の場を設 Ｃ ７０％以上である る感”が少なくなり、興味・関心をもち主体的に授業に

ける。 Ｄ ７０％未満である 向かう生徒が増えたことが考えられ、このことを「試験

などには準備し、成績の向上に努めている」６０％の改

善につなげていきたい。

学校関係者評価委員会の評価 ＩＣＴ機器を用いた分かりやすい授業への取組は、生徒の学習意欲だけでなくコミュニケーション

スキルの向上にも繋がる。今後は少人数の特性を活かし、個性を伸ばすためのより効果的な活用方

法を研究し、生徒の学習意欲向上に努めて欲しい。

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今 ＩＣＴ機器を効果的に活用し、少人数の特性を活かした「個を大切にした授業」の実践に取り組み、

後の改善策 生徒の達成感や基礎学力向上に向けた「わかる授業」を目指した授業研究に取り組んでいきたい。

アルバイト等で家庭学習が不足している生徒に対し、理解度を高める授業改善や補習授業の充実等、

継続的な学習を促す指導を今後とも取り組んでいきたい。
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２ 学校生活全般 ① 各種教室（非行 ルールやマナーを守って学校生 年度末に実施した生徒向け意識調査では、ルールやマ

を通して、自 防止教室、薬物 活を送っている生徒の割合が ナーを守って学校生活を送っている生徒の割合は４６％

己肯定感を高 乱用防止教室、 Ａ ９０％以上である ほぼ守っている生徒は５４％で、前期末の調査と比べる

め、社会で必 防犯教室）の開 Ｂ ８０％以上である と合計５ポイント上昇し、生徒全員がルールやマナーの

要なルールや 催により、生徒 Ｃ ７０％以上である Ａ 大切さを意識して学校生活を送っているという良い結果

マナーの定着 の規範意識を高 Ｄ ７０％未満である が得られた。

を図る。 め、ルールやマ 今後も継続した取り組みを行い、ルールやマナーを守

ナーを守ること ることが大切であるという意識を定着させていきたい。

の大切さを意識

させる。

② 学校行事や生徒 学校行事や生徒会活動等に参加 年度末に実施した生徒向け意識調査では、自分の役割

会活動等への参 し、自分の役割を果たしたと感 を果たしたと感じている生徒の割合は２３％、ほぼ役割

加により、集団 じた生徒の割合が を果たしたと感じている生徒は６２％で、合計８５％と

の一員としての Ａ ８０％以上である Ａ なり、前期末の調査と比べると１０ポイント上昇した。

自覚を持ち、自 Ｂ ７０％以上である 今後も学校行事や生徒会活動等において、生徒主体と

己肯定感を高め Ｃ ６０％以上である なるような取り組みを増やし、生徒一人ひとりが集団の

る。 Ｄ ６０％未満である 一員として活躍できる場を作っていきたい。

学校関係者評価委員会の評価 丁寧で根気強い指導の成果がアンケート結果に集約されている。各行事とも社会人として必要な資

質を育成するための講座であり、自己肯定感や達成感を高める指導やルールを守ることの大切さを

より意識させる指導を今後とも継続して取り組んで欲しい。

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今 各種講話や行事を通じて一人ひとりが集団の一員であることを意識させ、他を思いやる心の醸成や

後の改善策 遵法精神の向上へと繋げる指導を心掛けていきたい。また、毎日の情報交換会を通じて学校や家庭

での情報を共有し、家庭と連携しながら協働して生徒の生活習慣の確立を目指していきたい。
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３ キ ャ リ ア 教 ① 就業やインター 就業していない生徒で、アルバ インターンシップは２名の生徒で実施した。アルバイ

育を推進し、 ンシップ等の体 イトやインターンシップに取り トは、短期間のものを含め８名の生徒が行い、全体で９

進 路 実 現 の 験を通して、勤 組んだ生徒の割合が 名の生徒（４１％）が就業を体験している。本校ではコ

た め の ロ ー 労観・職業観を Ａ ８０％以上である Ｃ ミュニケーションスキルの向上が課題となっており、こ

ド マ ッ プ の 育み、進路選択 Ｂ ６０％以上である の点を踏まえて進路講話を実施した。企業見学は、生徒

充実を図る。 の能力を高める。 Ｃ ４０％以上である の進路希望を考慮し、製造業２社にお願いした。今後も

Ｄ ４０％未満である 個々の生徒の状況に応じたはたらきかけを進める。

② 教育振興会と学 インターンシップ等を受け入れ 働きながら学校に通う生徒が減少している。そのため、

校の繋がりを深 てもらった会員企業が 会員企業と学校の繋がりを深めるため、総会の案内に合

めるため情報発 Ａ ７社以上である わせ、事業計画、予算書、学校だより等を同封し、イン

信に努め、就職 Ｂ ５社以上である Ａ ターンシップの生徒受入を依頼したところ７社から可能

・アルバイトの Ｃ ３社以上である との返事をいただいた。今後も継続して支援していただ

支援を依頼する。 Ｄ ３社未満である けるよう情報発信に努めると共に、新規会員を増やす取

組も進めていきたい。

学校関係者評価委員会の評価 即戦力を求める社会の現状から、受入企業等を活用し、インターンシップやアルバイト就業などを

通して、在学中に必要な資質や能力を身に付けさせて欲しい。

未内定で卒業する生徒に対し、長期にわたる支援や指導を今後ともお願いしたい。

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今 インターンシップや企業見学、体験学習や企業ガイダンス等に積極的に参加し、求められる資質や

後の改善策 能力を意識させ、その育成に向けて就業支援機関と連携を取りながら取り組んでいきたい。

生徒一人ひとりの進路実現に向けて、教育振興会や地域企業から広く情報を収集し、進路実現に向

けた指導を早い段階から計画を立て、効果的に進めていきたい。
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４ 食に関する正 ① 給食を通して食 献立や食材に興味関心を持って 給食時や休憩時における個別指導と保健だよりや掲示

しい理解と望 の知識やマナー 食事をしている生徒の割合が 物での情報提供を行った。献立や食材に興味関心をもっ

ましい食生活 を集団的・個別 Ａ ７０％以上である て食事をしている生徒は６１％であり、前回より８ポイ

の定着を図る。 的に指導する。 Ｂ ５０％以上である Ｂ ント増えた。

Ｃ ３０％以上である また、管理栄養士による「食育教室」を実施し、減塩

Ｄ ３０％未満である 指導を行った結果、生徒からは“塩分の取り過ぎに気を

② 保護者への給食 付けたい”という意見が多数あった。

体験を実施する。

学校関係者評価委員会の評価 食育指導は生徒への指導だけでなく、保護者へに対して啓発を図り、より多くの保護者に参加を促

す取組をお願いしたい。家庭での食事内容について保護者と連携しながら、望ましい食事のありか

たについて興味関心を深めて欲しい。

塩分に特化した食育教室は今後の食事の摂りかたについて非常に参考となる取組で評価できる。

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今 学校医の指導助言の元、生徒の体調管理面や栄養バランス、食事の回数等、基本的な食習慣の定着

後の改善策 のため、来年度も管理栄養士による食育指導を予定している。 また、家庭での食生活の実態把握の

ために保護者の参加を今以上に促し、学校と連携を取りながら、望ましい食生活のありかたについ

て指導していきたい。


